
メンテナンス時代の人材育成について
岐阜大学総合情報メディアセンター 

（兼）　工学部附属インフラマネジメント技術研究センター　 
村上茂之

道路法の改定の影響
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維持管理における負のスパイラル

� ţ¾ş�RĂïN(?3¡-�±ěR®ß

�Ăï_ĺÜ3¡-�ĴyĴÃAĸċ

�ę�R�ğc�®ß��ŗ

� �ĂïĪ�- �/ąý�Ê�

�_____pdČ
日本橋梁建設協会　橋梁技術発表会（H26.12.5）配布資料
工学部附属　インフラマネジメントマネジメント技術研究センター
（CIAM Center for Infrastructure Asset Management Technology and Research）

　准教授　村上茂之

�Śś�$)ėrŁè�A<3£�

計画的な維持管理の実施
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橋梁長寿命化計画
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 ２－５ 費用の縮減に関する方針 

本市では、各々の橋梁に対し、以下に示す2つのシナリオで100年間のＬＣ

Ｃ※を算出し、経済的に優位であるシナリオを、その橋梁の最適シナリオとし

ます。 

 

① 対症療法型（一般型管理） 

損傷程度が甚大なってから対症療法的に対策を実施します。また、更新

時期に達したら架替えを行います。架替え後についても、損傷が甚大にな

ってから対症療法的に対策を実施します。 

 

② 予防保全型（長寿命化型管理） 

損傷程度が軽微なうちに予防的措置を含めて小まめに対策を実施します。

この場合、更新時期に達しても架替えは行わず、今後100年間維持し続ける

こととします。 

 

以下に、対症療法型および予防保全型シナリオのイメージを、図で示しま

す（図-2.3～図-2.4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3 シナリオイメージ(劣化曲線)     図-2.4 シナリオイメージ(コスト) 

 

また、本市では、費用の縮減効果を以下の方針で算出します。 

・ 算出対象橋梁は、策定対象橋梁全てとします。 

・ 費用の縮減効果は、算出対象橋梁の全てを「対症療法型」で管理された

場合を基準とし、各々の橋梁の最適シナリオで管理することによる、100

年間の全橋梁の累積総縮減額の算出とします。 

 

※･･･ＬＣＣ（Life Cycle Cost）：初期コストを含めずに残存供用期間中に

必要となるトータルコスト 
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産官学協働による人材育成の取り組み

各地での取り組み事例
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岐阜大学（社会基盤メンテナンスエキスパート）

 岐阜県においては、多発する自然災害を被る社会資本の傷みに対しての補修だけでなく、既存社会資本の老朽化
に対する整備・維持管理を支えるべき県内建設業界の疲弊が大きな問題となっており、その解決には行政と業界双
方の技術力を向上させる取り組みが最重要と考えられます。そのため、岐阜大学では、文部科学省科学技術振興調
整費「地域再生人材創出拠点の形成プログラム」の採択を受け、岐阜県および県内建設業界それぞれの組織の技術
者が所定の科目を履修することにより、共通の高度な知識を持った総合技術者（社会基盤メンテナンスエキスパー
ト）を養成することを目的とした「社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成ユニット」を運用していま
す。さらに、ＭＥ養成ユニットの運営およびユニットの高度化・先進化を進めるために、全学組織「社会資本ア
セットマネジメント技術研究センター」を設立しました。  
 社会基盤メンテナンスエキスパート養成ユニットは、平成20年度に1回、平成21年度に2回の養成講座を開催し、
平成22年3月現在45名のＭＥが輩出されています。 

  

社会基盤メンテナンスエキスパート社会基盤メンテナンスエキスパート   

                      養成ユニット養成ユニット   

文部科学省 科学技術戦略推進費 地域再生人材創出拠点の形成 

社会基盤メンテナンスエキスパート養成ユニットとは 

 社会基盤ＭＥ養成ユニット
は、県等土木職員および県内建
設関連業界技術者を対象とし、
短期集中カリキュラムにおいて
所定の科目を履修することによ
り、共通の高度な知識を持った
総合技術者（社会基盤メンテナ
ンスエキスパート）を養成する
ことを目的とします。人材育成
目 標 は、3年 目 で50人、5年 目
で100人です。ＭＥは、新たな
社会資本の整備、既存社会資本
の維持管理・補修の計画・設
計・実施技術をもとに地域の活性化に貢献することが期待されています。 
 ＭＥ養成講座は、アセットマネジメントを効率的に行うための知識を習得するための座学（アセットマネジメン
ト基礎科目）、ライフサイクルコストの最小化、品質管理や工程管理などの実務的な知識を習得するための演習
（社会基盤設計実務演習）、フィールドで維持管理や防災業務の能力を向上させる実習（点検・施工・維持管理実
習）で構成されています。実務に即した講義を実現し最新技術の講義への活用を図るために、現職の大学教員だけ
でなく、岐阜県、岐阜社会基盤研究所やNPO法人岐阜大学環境技術研究所をはじめとした関連団体などにも講師派
遣を依頼し、連携をとりながらＭＥ養成ユニットの運営を行っています。  

社会基盤ＭＥ養成ユニットのめざすもの 
岐阜社会基盤研究所 

平成14年設立の産学官連携団体 
構成：岐阜大学 
（財）岐阜県建設研究センター 
県建設協会等業界団体 

連携 
・講師派遣 
・共同研究 

ユニット運営協議会 
岐阜大学、岐阜県および岐
阜社会基盤研究所と連携し
て設置 

連携 
・講師派遣 

  岐阜県（連携自治体） 
＜発注側＞ 

 
  道路管理企画監およびＭＥを中心に  

¾ 長／短期維持管理計画 
¾ 維持・補修設計・積算 

地域建設産業界 
＜受注側＞ 
 
     調査業者 
     コンサルタント 
     建設会社 
  単独 or JV、コンソーシアムの結成 

岐阜大学 
社会資本アセットマネジメント技術研究センター 

社会基盤メンテナンスエキスパート 
（ME）養成ユニット 

 

   講師陣： ・現職（岐阜）大学教員 ・岐阜県職員 
          ・コンサルタント関係者 ・建設業関係者 
 

センター認定による 
社会基盤メンテナンスエキス

パート（ＭＥ）の取得 

監理・評価 

調査業務の発注 

概略・詳細設計業務の発注 

維持・補修業務の発注 

ME 

ME 
ME 
ME 

養

成
対
象
者 

Ｍ
Ｅ
輩
出 

養

成
対
象
者 

Ｍ
Ｅ
輩
出 

NPO 
・岐阜大学環境技術研究所 
・地盤防災ネットワーク 

実施体制 
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長崎大学（道守、特定道守、道守補）
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人材育成に関する協定

社会基盤のメンテナンスに係る地域人材育成に関する協定 

社会基盤のメンテナンスに係わる地域人材育成に関する協定 

 ＭＥ養成講座のカリキュラムを継続的に改善するため、平成20年11月に、同様の人材育成プログラム「観光ナガ

サキを支える“道守”養成ユニット」を運営する国立大学法人長崎大学工学部インフラ長寿命化センター、独立行政

法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター（CAESAR）および国立大学法人岐阜大学社会資本アセットマネ

ジメント技術研究センターの3者で「社会基盤のメンテナンスに係る地域人材育成に関する協定」を締結しました。 

認定試験（筆記試験とプレゼン審査） 

に合格すれば、 

座学でアセットマネジメントの基礎を学び、 

ＭＥ養成講座のようす 

パソコンなどを用いた 
設計演習を行い、 

フィールド実習により現場を体験し、 

はれて社会基盤ＭＥと認定されます。 

CAESAR 

観光ナガサキを支える 
“道守”養成ユニット 

道守，特定道守 
道守補コース 

道守補助員 
コース 

長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 

自治体職員 

建設業従事者 

団塊世代退職者 
地域住民 

社会基盤メンテナンス 
エキスパート（ME） 

養成ユニット 
認定によるMEの取得 

岐阜大学社会資本アセットマネジメント技術研究センター 

建設業従事者 岐阜県 
（連携自治体） 

CAESAR 
独立行政法人土木研究所 

構造物メンテナンス 
研究センター 

・研究者の交流 
・技術情報の交流 
・人材の育成 
・共同研究の実施 
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関西橋梁維持管理ー大学コンソーシアム
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関西橋梁維持管理ー大学コンソーシアム
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情報通信技術を活用した新たな社会基盤の維持
管理（東京都道路整備保全公社　他）
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名古屋大学　N2U-Bridge
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名古屋大学　N2U-Bridge
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統一的な物差し
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橋梁維持管理におけるスキルスダンダード
「情報技術を活用した新たな社会基盤の維持管理」にて整備

橋梁維持管理に携わる技術者の職種

橋梁点検士

橋梁診断士

橋梁保全設計士

橋梁保全工事担当者

橋梁点検責任者

橋梁診断責任者

橋梁保全設計責任

橋梁保全工事責任者

橋梁アセットマネージャ

橋梁維持工事担当者橋梁維持工事責任者

キャリアカテゴリ 
維持管理に携わる技術
者の職種を 

業務内容 
業務範囲 
職責範囲 

などを鑑みて分類
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キャリアレベル
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レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

業務の貢献範囲
事業レベルでの貢献

担当業務レベルでの貢献

プロとしての貢献度・認知度

業界の目標

部署内のハイエンドプレーヤー

経験の知識化と更新の育成に貢献

要求作業の達成度

事業改革をリード

課題の発見と解決をリード

独力で業務の遂行が可能

指導の下で業務を遂行

スキルの発揮と知識の活用
応用的なスキル・知識・技能を保有

基本的なスキル・知
識・技能を保有
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キャリアフレームワーク
キャリアカテゴリ レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

橋梁アセットマネージャ ー ー ⚪️
 ⚪️

橋梁点検責任者 ー ⚪️
 ⚪️
 ⚪️

橋梁点検士 ⚪️
 ⚪️
 ー ー
橋梁診断責任者 ー ⚪️
 ⚪️
 ⚪️

橋梁診断士 ⚪️
 ⚪️
 ー ー

橋梁保全設計責任者 ー ⚪️
 ⚪️
 ⚪️

橋梁保全設計士 ⚪️
 ⚪️
 ー ー

橋梁保全工事責任者 ー ⚪️
 ⚪️
 ー
橋梁保全工事担当者 ⚪️
 ⚪️
 ー ー
橋梁維持工事責任者 ー ⚪️
 ⚪️
 ー
橋梁維持工事担当者 ⚪️
 ⚪️
 ー ー
橋梁サポーター（民） ー ー ー ー
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スキカテゴリとスキル技術
要素技術

「業務に使用することができる」状態＝スキルがある状態

設計技術

施工技術

維持管理技術

プロセス技術

「一連の動作として作業を実施できる」状態＝スキルがある状態

点検

診断

補修・補強・更新

アセットマネジメント技術

アセットマネジメントサイクル

アセットマネジメント支援

組織・人材管理
日本橋梁建設協会　橋梁技術発表会（H26.12.5）配布資料
工学部附属　インフラマネジメントマネジメント技術研究センター
（CIAM Center for Infrastructure Asset Management Technology and Research）

　准教授　村上茂之

 
スキルフレームワーク
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橋梁点検責任者のスキル分布
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橋梁点検士のスキル分布
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「成長分野等における中核的専門人材養成」
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中核的人材育成事業

日本橋梁建設協会　橋梁技術発表会（H26.12.5）配布資料
工学部附属　インフラマネジメントマネジメント技術研究センター
（CIAM Center for Infrastructure Asset Management Technology and Research）

　准教授　村上茂之

橋梁の維持管理に関する研修を実施

社会基盤メンテナンスエキスパート
養成講座を継続して実施 
（橋梁、トンネル、舗装、土構造物、
河川構造物を含む）

社会基盤メンテナンスエキスパート養成講座
を開始 
（橋梁、トンネル、舗装、土構造物を含む）

道守養成講座を継続して実施 
（橋梁、トンネル、舗装、土構
造物を含む）

以前から実施している橋梁の維
持管理に関する技術講習会との
連携を含めて検討

コンソーシアム全体として、コアカリキュラ
ムの設定作業に着手

技術者に求められるスキルに関するキーワード例
鋼橋 RC橋 PC橋 下部工

一般事項 材料特性 材料特性 材料特性 材料特性 
部位と名称 部位と名称 部位と名称 部位と名称

設計法 要求性能 要求性能 要求性能 要求性能
保有性能 保有性能 保有性能 保有性能

劣化・損傷 メカニズム メカニズム メカニズム メカニズム
損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価

点検 点検手法 点検手法 点検手法 点検手法
点検の記録 点検の記録 点検の記録 点検の記録

診断 健全度評価 健全度評価 健全度評価 健全度評価 
補修 設計法 設計法 設計法 設計法 

補修の効果 補修の効果 補修の効果 補修の効果
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A地域における科目対応状況
鋼橋 RC橋 PC橋 下部工

一般事項 材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$部位と名称 部位と名称 部位と名称 部位と名称

設計法 要求性能 要求性能 要求性能 要求性能
保有性能 保有性能 保有性能 保有性能

劣化・損傷 メカニズム メカニズム メカニズム メカニズム
損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価

点検 点検手法 点検手法 点検手法 点検手法
点検の記録 点検の記録 点検の記録 点検の記録

診断 健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$補修 設計法$ 設計法$ 設計法$ 設計法$

補修の効果 補修の効果 補修の効果 補修の効果

橋梁設計論

橋梁の点検技術

橋梁の補修設計

橋梁下部工の維持管理

橋梁の維持管理
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B地域における科目対応状況
鋼橋 RC橋 PC橋 下部工

一般事項 材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$部位と名称 部位と名称 部位と名称 部位と名称

設計法 要求性能 要求性能 要求性能 要求性能
保有性能 保有性能 保有性能 保有性能

劣化・損傷 メカニズム メカニズム メカニズム メカニズム
損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価

点検 点検手法 点検手法 点検手法 点検手法
点検の記録 点検の記録 点検の記録 点検の記録

診断 健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$補修 設計法$ 設計法$ 設計法$ 設計法$

補修の効果 補修の効果 補修の効果 補修の効果

鋼橋の維持管理

構造物の設計技術
コンクリート構造物の劣化と損傷

コンクリート構造物の健全度診断

構造物の補修設計
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C地域における科目対応状況
鋼橋 RC橋 PC橋 下部工

一般事項 材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$部位と名称 部位と名称 部位と名称 部位と名称

設計法 要求性能 要求性能 要求性能 要求性能
保有性能 保有性能 保有性能 保有性能

劣化・損傷 メカニズム メカニズム メカニズム メカニズム
損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価

点検 点検手法 点検手法 点検手法 点検手法
点検の記録 点検の記録 点検の記録 点検の記録

診断 健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$補修 設計法$ 設計法$ 設計法$ 設計法$

補修の効果 補修の効果 補修の効果 補修の効果

鋼橋の維持管理

構造物の設計基礎
コンクリート構造概論

コンクリート構造物の健全度診断
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D地域における科目対応状況
鋼橋 RC橋 PC橋 下部工

一般事項 材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$

材料特性$
特$部位と名称 部位と名称 部位と名称 部位と名称

設計法 要求性能 要求性能 要求性能 要求性能
保有性能 保有性能 保有性能 保有性能

劣化・損傷 メカニズム メカニズム メカニズム メカニズム
損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価 損傷度評価

点検 点検手法 点検手法 点検手法 点検手法
点検の記録 点検の記録 点検の記録 点検の記録

診断 健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$

健全度評価$
健全度$補修 設計法$ 設計法$ 設計法$ 設計法$

補修の効果 補修の効果 補修の効果 補修の効果

鋼構造学
コンクリート構造学

コンクリート構造物の健全度診断

日本橋梁建設協会　橋梁技術発表会（H26.12.5）配布資料
工学部附属　インフラマネジメントマネジメント技術研究センター
（CIAM Center for Infrastructure Asset Management Technology and Research）

　准教授　村上茂之



どんな人材が必要か

視点を変えて・・・・
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これからは、社会資本を産む時代ではなく育てる時
代である（東京大学政策大学院　家田教授）

どんな人材が必要か
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緊急措置段階Ⅳ 道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

予防保全段階

Ⅲ 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態早期措置段階

健全性の診断の区分（道路橋定期点検基準　平成26年6月）
定義区分

Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態健全

Ⅱ 道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態

��������������������	�
������

健全性の診断結果の分類に関する告示
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対策区分と健全度区分

2 

 

1.2 対策区分判定の流れ 

 対策区分判定の基本的な流れを次に示す。 

 

 

今回の改定では，対策区分を７つから２つ増やして９つとしている。 

１点目は，定期点検結果の分析から，判定区分Ｃが２つの観点で行われていたことが明らか

となり，これを分離して記録することが合理的と判断したためである。 

２点目は，詳細調査に含めていた追跡調査を，記録上，区分したためである。 

1.3 所見 

 所見は，損傷状況について，部材区分単位で損傷種類ごとに橋梁検査員の見解を記述するも

のである。当該橋やその損傷等に対して，点検結果の妥当性の評価や，最終的にどのような措

置を行うこととするのかなどの判断や意思決定は，点検結果以外の様々な情報も考慮して道路

管理者が行うこととなる。そのため，単に損傷の外観的特徴などの客観的事実を記述するだけ

ではなく，可能なものについて推定される損傷の原因，進行性についての評価，他の損傷との

関わりなどの損傷に関する各種の判定とその根拠や考え方など，道路管理者が対応方針を判断

するために必要となる事項について，橋梁検査員の意見を記述する。 

 

  

損傷状況の把握

緊急対応が
必要

判定には、
詳細調査又は追跡調査

が必要
補修等が必要

橋梁構造の安全性
のため

詳細調査の必要性あり 維持工事で対応可能
次回の点検までに
補修等が必要

橋梁構造の安全性
のため
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病気や怪我をしたら・・・（病診連携）

患者 町医者

調子が悪くなると
かかり付けの医者
で診てもらう

総合病院

適当な処理が困難
な場合、総合病院
を紹介

特定機能病院

さらに処置が困
難な場合、高度
医療機関を紹介

薬を処方 
処置

薬局
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病診連携と橋梁保全
身体の調子が悪い場合には
病院で医者の診断を受ける 

必要であれば、入院／手術
などの治療を受ける 

普段より健康に気をつける 

身体に悪いと思うことは避
ける 

健康診断などを受け、自分
の身体の状態を知る

損傷が発見された場合には、
調査を実施し、対策を講じる 

必要であれば、補修・補強に
より性能回復／向上を図る 

日常点検を実施する 

損傷の要因をなるべく除去す
る 

定期点検などを実施し、構造
物の健全度を把握する
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町医者（診療所）の役割
患者の状態を診断する 

過去の診断例を参考に適切
な処置を施す 

判断できない場合には総合
病院へ患者を紹介する 

状態を悪化させない程度
の処置を施す 

患者の状態を客観的に報
告する

構造物の状態を点検する 

過去の損傷事例を参考に適
切な補修工を施工する 

補修工法について道路管理
者と協議する 

劣化を進行させない程度
の応急措置を施工する 

点検結果を報告する
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橋梁の病診連携

患者 町医者 総合病院 特定機能病院

専門技術者

管理者、技術者集団

産官学の研究所等�Ô�ç%5�ċ¯ïç�
¼|*}¸8î��

�Ô�ç�¼|*}¸8÷5
&ć{(�à�%�(�

日本橋梁建設協会　橋梁技術発表会（H26.12.5）配布資料
工学部附属　インフラマネジメントマネジメント技術研究センター
（CIAM Center for Infrastructure Asset Management Technology and Research）

　准教授　村上茂之

最後に（蛇足ですが・・・）
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